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動労千葉を支援する会

2023年度定期総会
7月29日（土）13時～
DC会館大会議室
総会終了後、動労千葉組合員との交流会を行います。

敵の攻撃を糧として、組織拡大の実現へ！
７月１日、ＤＣ会館において第 88回定期委員会を開催し、23
春闘、３月ダイ改闘争を総括し、鉄道の歴史を覆す「鉄道をも

つＩＴ企業」化攻撃と闘いぬき４０００人削減―融合化攻撃粉

砕、外注化ー非正規職撤廃、ローカル線切り捨て攻撃反対、戦

争と改憲攻撃に立ち向かう闘う労働運動の再生と組織拡大に向

けて闘う方針を確立した。

関委員長は、冒頭のあいさつで、「本日７月１日、全駅の統括

センター、営業統括センター化、全乗務員を対象に営業統括セ

ンターの兼務発令が強行された。会社の激しい攻撃の中で、現

場の意識は一変し、二極化しています。ここにいる一人ひとり

の組合員が、会社の矢継ぎ早の攻撃に負けることなく、逆に攻

撃を糧として、組織拡大の実現に向けて立ち上がることだ」と

述べたうえで、「動労千葉は、あらゆる意味で、これまで築き

あげてきたものを生かし若い世代に引き継ぐことができるかど

うかの正念場を迎えている。動労千葉が培ってきた人間関係や

日常的な連絡を、いま途絶えさせてしまうのではなくて、団結

と組織を何としても維持していきたい」と訴えた。



職
場
か
ら
は悲

鳴
が
上
が
っ
て
い
る

こ
の
間
、
深
澤
社
長
は
「
鉄
道
部
門
４
千

人
削
減
」
「
非
鉄
道
部
門
へ
再
配
置
」
「
転
籍

・
副
業
の
促
進
」
を
公
言
し
て
き
た
。
４
月

の
日
経
新
聞
に
お
い
て
は
、
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、

鉄
道
持
つ
Ｉ
Ｔ
企
業
に
」
「
人
手
か
か
ら
ぬ
運

行
追
求
」
と
ま
で
打
ち
出
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
職
名
廃
止
や
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
、
業
務
融
合
化
・
統
括
セ
ン
タ
ー

化
、
運
転
士
・
車
掌
の
込
み
運
用
、
全
面
的

な
ワ
ン
マ
ン
運
転
拡
大
と
ロ
ー
カ
ル
線
廃
線

化
攻
撃
等
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

す
で
に
職
場
か
ら
は
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い

る
。〈
運
転
士
・
車
掌
業
務
の
込
み
運
用
〉〈
交

番
の
中
に
駅
業
務
が
入
っ
て
く
る
〉
〈
行
路
内

の
「
そ
の
他
時
間
」
で
駅
業
務
や
企
画
業
務

を
や
ら
さ
れ
る
〉
〈
泊
ま
り
の
乗
務
明
け
で
営

業
関
係
の
会
議
に
参
加
〉
ー
ー
そ
し
て
、
相

次
ぐ
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
強
制
配
転
。

乗
務
員
か
ら
駅
業
務
へ
の
強

制
配
転
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
で

休
職
に
追
い
込
ま
れ
る
仲
間
が
何
人
も
出
て

い
る
。
運
転
士
か
ら
は
「
車
掌
業
務
も
駅
業

務
も
企
画
業
務
も
や
ら
さ
れ
頭
が
変
に
な
り

そ
う
だ
」
と
い
う
声
も
上
が
っ
て
い
る
。

統
括
セ
ン
タ
ー
化
・
兼
務
発
令
は
こ
う
し

た
攻
撃
に
拍
車
を
か
け
る
も
の
だ
。
乗
務
員

を
さ
ら
に
追
い
詰
め
る
も
の
だ
。

若
年
退
職
者
の
急
増

会
社
は
、「
鉄
道
あ
り
き
で
考
え
る
な
」「
こ

れ
か
ら
は
価
値
創
造
だ
」
な
ど
と
言
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
組
織
再
編
を
「
会
社
発
足
以

来
、
最
大
の
変
革
」「
会
社
・
系
統
・
組
織
（
職

場
）
・
仕
事
の
垣
根
を
越
え
た
業
務
や
企
画
部

門
の
業
務
等
を
柔
軟
に
担
え
る
仕
組
み
を
構

築
」
す
る
と
し
て
き
た
。
会

社
は
統
括
セ
ン
タ
ー
化
と
兼

務
発
令
か
ら
、
さ
ら
な
る
業

務
融
合
化
・
組
織
再
編
攻
撃

を
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

だ
が
、
鉄
道
の
安
全
を
守
る

各
系
統
の
専
門
的
な
技
術
・

経
験
、
現
場
労
働
者
を
徹
底

的
に
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い

け
ば
、
鉄
道
の
安
全
も
技
術

継
承
も
崩
壊
さ
せ
ら
れ
る
。

実
際
、
「
若
年
退
職
者
の

急
増
」
と
い
う
形
で
す
で
に
矛
盾
が
現
れ
て

い
る
。
会
社
の
攻
撃
は
決
し
て
万
全
で
は
な

く
、
矛
盾
に
満
ち
て
い
る
の
だ
。

職
場
の
怒
り
を
行
動
に

動
労
千
葉
は
、
構
内
・
検
修
部
門
の
業
務

外
注
化
を
職
場
の
団
結
の
力
で

年
に
わ
た

12

っ
て
阻
止
し
た
。
労
働
者
の
力
は
決
し
て
小

さ
な
も
の
で
は
な
い
。
会
社
は
職
場
の
怒
り

が
具
体
的
な
声
と
行
動
に
な
っ
て
現
れ
る
こ

と
を
何
よ
り
恐
れ
て
い
る
。
実
際
、
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
に
対
し
て
は
、
東
労
組
の
青
年
運

転
士
の
怒
り
が
爆
発
し
た
こ
と
で
、
会
社
も

一
度
は
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

今
こ
そ
闘
う
労
働
組
合
が
必
要
だ
。

７
・１
統
括
セ
ン
タ
ー
化
・兼
務
発
令
弾
劾
！

７
月
１
日
、
Ｊ
Ｒ
千
葉
支
社
は
銚
子
・
鴨
川
運
輸
区
の
廃
止
・
統
括
セ
ン
タ
ー
化
と
、

千
葉
・習
志
野
・蘇
我
・佐
倉
運
輸
区
の
全
乗
務
員
に
対
す
る（
営
業
）
統
括
セ
ン
タ
ー

と
の
兼
務
発
令
を
強
行
し
た
。
動
労
千
葉
は
、こ
の
攻
撃
に
反
対
の
声
を
上
げ
、制
度

廃
止
・撤
回
ま
で
闘
い
抜
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

７・１千葉運輸区前で抗議行動



緊
急
申
し
入
れ
を
提
出

６
月

日
、
内
房
線
上
総
湊
・
竹
岡
駅
間
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に
お
い
て
作
業
員
の
感
電
死
亡
事
故
が
発
生

し
た
。
犠
牲
に
な
っ
た
の
は

歳
の
作
業
員

28

だ
。
信
号
高
圧
配
電
線
の
引
下
線
取
替
作
業

中
に
、
電
線
が
胸
に
当
た
っ
て
感
電
し
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

事
故
報
告
（
速
報
）
で
は
原
因
の
詳
細
は

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
自
動
制
御
さ
れ
て
い
る
信
号
高
圧
の
配

電
停
止
が
行
わ
れ
ず
、
加
圧
状
態
の
ま
ま
作

業
が
行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
６
月

日
、
千
葉
支
社
に

27

緊
急
の
申
し
入
れ
を
行
い
、
団
体
交
渉
に
お

け
る
事
故
の
詳
細
解
明
を
要
求
し
た
。

外
注
化
に
よ
る
無
責
任
体
制

な
ぜ
信
号
高
圧
の
し
ゃ
断
が
行
わ
れ
な
か

っ
た
の
か
？

な
ぜ
加
圧
状
態
で
あ
る
こ
と

が
現
場
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
の
か
？

明
ら

か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
い
く
つ
も
あ
る
。

だ
が
、
今
回
の
事
故
の
根
本

に
は
Ｊ
Ｒ
に
よ
る
外
注
化
と
そ

れ
に
よ
る
無
責
任
体
制
が
あ
る
。

事
故
報
告
で
は
最
も
責
任
が
あ

る
は
ず
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
名
前

さ
え
出
て
こ
な
い
。
一
人
の
労

働
者
の
命
が
奪
わ
れ
て
い
る
と

い
う
の
に
、
Ｊ
Ｒ
自
身
の
責
任

は
す
べ
て
隠
さ
れ
て
い
る
！

Ｊ
Ｒ
は
丸
投
げ
外
注
化
す
れ

ば
、
形
式
の
上
で
は
「
何
一
つ

責
任
が
な
い
」
こ
と
に
な
る
。

だ
が
、
外
注
会
社
で
は
鉄
道
全

体
に
ト
ー
タ
ル
に
責
任
を
取
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

今
回
犠
牲
に
な
っ
た
の
は
、
外
注
先
の
さ

ら
に
下
請
け
会
社
の
仲
間
だ
っ
た
。
こ
う
し

て
次
々
に
業
務
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
外
注
化

し
て
い
く
こ
と
で
、
誰
も
全
体
に
責
任
を
取

ら
な
い
無
責
任
体
制
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

歳
の
青
年
が
外
注
化
の
犠
牲
に
さ
れ
た
の

28だ
。
こ
ん
な
こ
と
を
二
度
と
繰
り
返
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
！

Ｊ
Ｒ
は
事
故
の
全
責
任
を
取
れ
！

業
務

外
注
化
を
直
ち
に
撤
回
し
ろ
！

内房線で感電死亡事故
（上総湊～竹岡駅間）

事故報告（速報）の概要
【作業関係者】東日本電気エンジニアリング（株）（ＪＲ東

の外注会社）

・工事指揮者、停電責任者

東日本電気エンジニアリング（株）の下請け

・作業責任者、作業員２名

【時系列】

０時３０分 佐貫町ＳＳ～竹岡ＳＳ き電停止

０時４０分 佐貫町ＳＳ～那古船形ＳＳ信号高圧 配電停止

※那古船形ＳＳの信号高圧しゃ断器が開放にならず、信号

高圧は加圧状態

０時４１分 作業着手

１時４２分 工事指揮者より作業員が感電した旨の連絡。救

急車にて病院へ搬送

４時４７分 搬送先の病院にて、死亡が確認された

※停電は、き電、信号高圧ともにシステムにより自動制御

されており、き電は停電となったが、信号高圧はしゃ断器

が開放にならず加圧状態であった。（詳細確認中）



ワ
ン
マ
ン
運
転
拡
大
反
対
！

検
討
会
に
よ
る
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止

絶
対
反
対
！

６
月

日
、
館
山
市
・
館
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
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ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
内
房
線
と
地
域

を
守
る
会
の
第
７
回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。総

会
は
、
国
交
省
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
一
体

と
な
っ
て
ロ
ー
カ
ル
線
の
廃
線
化
ー
久
留
里

線
の
廃
線
に
向
け
て
検
討
会
や
住
民
説
明

会
を
矢
継
ぎ
早
に
行
う
中
で
、
久
留
里
線

の
廃
線
化
阻
止
に
向
け
て
内
房
線
と
地
域

を
守
る
会
、
外
房
線
と
地
域
を
守
る
会
、

久
留
里
線
と
地
域
を
守
る
会
が
連
帯
し
て

廃
線
化
阻
止
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
を
確
認
し
た
。

総
会
で
は
冒
頭
、
梅
沢
和
子
代
表
が
「
久

留
里
線
が
廃
線
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

も
し
廃
線
に
な
っ
た
ら
人
が
住
む
の
か
、

若
者
が
帰
っ
て
く
る
の
か
？

地
方
消
滅

に
な
り
か
ね
な
い
。
公
共
交
通
の
使
命
を

忘
れ
た
Ｊ
Ｒ
に
声
を
上
げ
よ
う
」
と
訴
え

た
。来

賓
と
し
て
上
総
住
民
の
足
を
守
る
会

・
安
田
代
表
、
外
房
線
と
地
域
を
守
る
会

・
早
川
副
会
長
、
久
留
里
線
と
地
域
を
守
る

会
・
三
浦
代
表
、
鴨
川
市
議
会
・
佐
々
木
議

長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
た
。

久
留
里
線
の
会
・
三
浦
代
表
は
「
６
月
１

日
の
住
民
説
明
会
は
５
時
間
以
上
列
車
が
走

ら
ず
利
用
で
き
な
い
実
態
を
訴
え
る
な
ど
、

廃
線
に
さ
せ
な
い
声
に
満
ち
た
説
明
会
だ
っ

た
。
久
留
里
線
が
崩
さ
れ
た
ら
内
房
、
外
房

―
房
総
全
体
が
対
象
に
な
り
か
ね
な
い
。
危

機
感
を
も
ち
活
動
し
た
い
。
内
房
線
の
会
、

外
房
線
の
会
、
久
留
里
の
会
が
連
帯
し
て
頑

張
り
ま
し
ょ
う
」
と
廃
線
阻
止
に
向
け
訴
え

た
。次

に
、
只
見
線
復
旧
に
向
け
た
地
域
住
民

の
思
い
な
ど
を
記
し
た
ビ
デ
オ
上
映
が
行
わ

れ
た
。
「
鉄
道
が
廃
止
に
な
っ
て
栄
え
た
町
は

な
い
」
と
の
言
葉
が
印
象
的
だ
っ
た
。

内
房
、
外
房
、
久
留
里
の
３
会
、

さ
ら
に
上
総
住
民
の
足
を
守
る
会

を
含
め
て
４
会
が
連
携

議
事
に
入
り
、
経
過
報
告
、
会
計
報
告
、

会
計
監
査
報
告
、

年
度
活
動
方
針
案
、
予

23

算
案
が
提
案
さ
れ
た
。

と
く
に
「
Ｊ
Ｒ
東
、
鉄
道
持
つ
Ｉ
Ｔ
企
業

に
」
と
の
報
道
は
、
Ｊ
Ｒ
が
株
価
に
影
響
す

る
ロ
ー
カ
ル
線
の
切
り
捨
て
に
動
き
出
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
公
共
交
通
と

し
て
の
久
留
里
線
の
廃
線
に
反
対
し
て
取
り

組
み
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
訴
え

ら
れ
た
。

経
過
及
び
活
動
方
針
、

年
度
の
役
員
体

23

制
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
後
、
総
会
ア

ピ
ー
ル
が
発
表
さ
れ
、
内
房
、
外
房
、
久
留

里
の
３
会
、
さ
ら
に
上
総
住
民
の
足
を
守
る

会
を
含
め
て
４
会
が
連
携
し
て
久
留
里
線
を

廃
線
に
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

内房線と地域を守る会

第7回総会を開催



「今
後
も
全
国
津
々
浦
々
の
ロ
ー

カ
ル
線
を
含
め
て
、
列
車
を
走
ら

せ
ま
す
」

こ
れ
は
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
時
、
国

が
約
束
し
た
こ
と
だ
。
民
間
会
社
に
な
っ
た

ら
、
「
利
益
優
先
で
ロ
ー
カ
ル
線
は
廃
止
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
全
国
的
な
国
鉄

分
割
民
営
化
反
対
議
論
が
起
き
た
。
こ
れ
に

対
し
て
国
は
「
御
心
配
い
り
ま
せ
ん
。
民
間

会
社
に
な
っ
て
も
田
舎
の
ロ
ー
カ
ル
線
ま
で

き
ち
ん
と
運
営
し
て
い
き
ま
す
」
と
国
民
に

対
し
て
約
束
を
し
た
。

で
は
、
ど
う
や
っ
て
？
一
つ
は
、
本
州
の

３
つ
の
Ｊ
Ｒ
会
社
（
東
、
西
、
東
海
）
に
新

幹
線
を
持
た
せ
た
。
新
幹
線
と
い
う
の
は
運

賃
の
他
に
高
額
な
特
急
料
金
で
大
き
な
収
入

が
確
保
で
き
る
。
新
幹
線
を
国
が
建
設
し
て
、

使
用
料
を
払
う
だ
け
で
Ｊ
Ｒ
が
使
え
る
の
だ

か
ら
長
期
負
債
は
発
生
し
な
い
。

も
う
一
つ
は
、
広
大
な
国
鉄
の
敷
地
や
駅

構
内
で
の
営
業
の
権
利
を
持
た
せ
た
こ
と
。

例
え
ば
最
近
で
は
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
エ

イ
や
新
橋
汐
留
地
区
、
大
阪
駅
の
再

開
発
な
ど
で
、
大
き
な
利
益
が
舞
い

込
ん
で
き
た
り
、
エ
キ
ナ
カ
な
ど
鉄

道
利
用
者
を
相
手
に
す
る
商
売
を
ほ
ぼ
独
占

的
に
行
う
こ
と
で
、
膨
大
な
利
益
が
で
る
。

田
舎
の
ロ
ー
カ
ル
線
の
赤
字
を
補
填
し
て
も

十
分
に
や
っ
て
い
か
れ
る
設
計
図
を
国
が
作

り
、
新
会
社
が
発
足
と
な
っ
た
の
だ
。

で
は
本
州
３
社
以
外
の
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
四

国
、
九
州
に
つ
い
て
は
、
経
営
安
定
基
金
（
北

海
道
６
８
２
２
億
円
、
九
州
３
８
７
７
億
円
、

四
国
２
０
８
２
億
円
、
合
計
１
兆
２
７
８
１

億
円
）
を
持
た
せ
、
そ
の
運
用
益
で
赤
字
を

補
填
す
る
と
新
会
社
に
引
き
継
が
せ
た
。

国
鉄
分
割
民
営
化
か
ら

年
。
国
が
国
民
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と
交
わ
し
た
約
束
を
知
ら
な
い
国
民
が
増
え
、

さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
の
経
営
者
も
社
員
も
ほ
と
ん
ど

が
Ｊ
Ｒ
設
立
後
に
入
社
で
、
「
Ｊ
Ｒ
は
民
間
の

株
式
会
社
で
あ
る
か
ら
、
株
主
の
利
益
を
最

優
先
に
考
え
る
。
儲
か
る
と
こ
ろ
だ
け
を
や

っ
て
、
儲
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
や
め
て
い
く
」

と
い
う
考
え
方
が
当

た
り
前
と
な
っ
て
い

る
よ
う
だ
。

国
鉄
か
ら
新
会
社

に
な
る
と
き
に
新
幹

線
や
一
等
地
の
不
動

産
や
鉄
道
構
内
で
の

商
売
の
権
利
な
ど
も

与
え
ら
れ
、
さ
ら
に

２
８
・
３
兆
円
の
国

鉄
の
借
金
は
、
新
会
社
へ
は
引
き
継
が
れ
な

か
っ
た
。
（
そ
の
借
金
は
今
も
た
ば
こ
税
と
い

う
形
で
返
済
中
）
。
つ
ま
り
膨
大
な
借
金
を
チ

ャ
ラ
に
し
て
も
ら
っ
て
、
新
幹
線
や
都
会
の

一
等
地
の
鉄
道
用
地
や
営
業
権
を
も
ら
っ
て

誕
生
し
、
今
で
は
膨
大
な
内
部
留
保
金
を
も

つ
大
企
業
と
し
て
君
臨
し
て
き
た
。

そ
こ
に
新
型
コ
ロ
ナ
が
や
っ
て
き
て
、
「
２

期
連
続
の
赤
字
だ
」
と
大
騒
ぎ
し
、
地
方
ロ

ー
カ
ル
線
の
「
各
路
線
別
の
収
支
」
を
発
表

し
て
、
国
と
一
体
と
な
っ
て
地
方
ロ
ー
カ
ル

の
廃
線
化
攻
撃
を
仕
掛
け
て
き
た
の
だ
。

「
久
留
里
線
亀
山
ー
久
留
里
間
の
収
入
１

０
０
万
円
に
対
し
、
維
持
費
は
年
２
億
８
１

０
０
万
円
」
「
さ
あ
、
皆
さ
ん
、
ど
う
し
ま
す

か
？
」
ー
ー
借
金
を
棒
引
き
に
し
て
も
ら
っ

て
誕
生
し
、
国
民
の
財
産
を
私
有
化
し
ぼ
ろ

儲
け
し
て
き
た
鉄
道
会
社
が
、
「
儲
か
る
こ
と

ロ
ー
カ
ル
線
を
廃
止
さ
せ
な
い

た
め
に
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と

国
鉄
民
営
化
の
時
の
自
民
党
の
広
告



だ
け
を
や
っ
て
、
儲
か
ら
な
い
こ
と
は
や
り

ま
せ
ん
」
と
公
言
し
て
き
た
こ
と
に
関
し
て
、

「
ふ
ざ
け
る
な
！
」
と
地
方
か
ら
激
し
い
怒

り
が
噴
出
す
る
こ
と
は
必
然
だ
。

地
方
ロ
ー
カ
ル
路
線
が

大
赤
字
に
な
る
か
ら
く
り

Ｊ
Ｒ
が
ロ
ー
カ
ル
路
線
の
大
赤
字
を
発
表

す
る
そ
の
数
字
に
は
、
高
速
バ
ス
、
エ
キ
ナ

カ
、
広
告
事
業
、
駅
前
ホ
テ
ル
等
の
収
益
も

繰
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ロ
ー
カ
ル
線
の

運
輸
収
入
以
外
の
収
入
を
計
上
し
て
い
な
い

し
、
収
入
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
勘
定
す
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
ど
う
考
え
て

も
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
が
黒
字
に
な
る
わ
け
な

い
の
だ
。

私
鉄
と
Ｊ
Ｒ
の
違
い
は
何
か
？
多
角
経
営

で
得
た
利
益
を
私
鉄

の
場
合
は
鉄
道
業
を

含
め
て
会
社
全
体
の

利
益
と
し
て
と
ら
え
、

設
備
投
資
に
大
き
な

お
金
が
か
か
り
赤
字

に
な
り
か
ね
な
い
鉄

道
事
業
を
多
角
経
営

で
包
み
込
ん
で
い
る
。

Ｊ
Ｒ
は
多
角
経
営
で

得
た
収
益
に
関
し
て
は
関
連
子
会
社
に
分
散

し
、
鉄
道
業
の
利
益
と
は
別
会
計
に
し
て
い

る
の
だ
。

例
え
ば
、
小
湊
鉄
道
（
市
原
市
五
井
〜
中

野
）
は
、
鉄
道
部
門
の
赤
字
を
高
速
バ
ス
の

稼
ぎ
で
補
っ
て
い
る
。
熊
本
電
鉄
も
「
会
社

の
看
板
で
あ
る
鉄
道
部
門
は
赤
字
だ
が
、
バ

ス
部
門
な
ど
会
社
全
体
と
し
て
考
え
て
経
営

し
て
い
る
」
と
社
長
が
言
っ
て
い
る
。

本
当
に
人
口
減
が
理
由
な
の
か
？

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
深
澤
社
長
は
「
沿
線
人
口

が
減
る
中
で
利
便
性
を
い
く
ら
改
善
し
て
も

需
要
喚
起
に
は
限
界
が
あ
る
」
と
主
張
し
て

い
る
。

し
か
し
、
実
際
の
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
と
、

人
口
が
さ
ほ
ど
減
っ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は

人
口
が
微
増
し
て
い
る
地
域
で
も
、
鉄
道
利

用
者
が
そ
れ
以
上
に
減
少
（
半
減
の
地
域
も
）

し
て
い
る
の
だ
。

つ
ま
り
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
の
問
題
は
必
ず

し
も
人
口
減
が
理
由
で
は
な
い
の
だ
。

首
都
圏
で
は
、
内
房
線
の
君
津
―
館
山
間

の
沿
線
人
口
は
こ
の

年
で
約
１
割
減
に
も
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か
か
わ
ら
ず
乗
客
数
は
半
減
し
て
い
る
。
ア

ク
ア
ラ
イ
ン
開
通
に
伴
う
高
速
バ
ス
の
運
行

な
ど
に
対
し
て
も
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
特
急

本
数
の
削
減
や
「
房
総
料
金
回
数
券
」
の
廃

止
、
特
急
料
金
の
実
質
値
上
げ
な
ど
を
行
っ

た
。
専
門
家
も
「
値
上
げ
や
減
便
を
す
れ
ば

乗
客
が
減
る
の
は
当
然
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

久
留
里
線
の
廃
線
を
め
ぐ
る
論
議
で
も
、
沿

線
住
民
か
ら
は
「
使
い
た
い
時
間
に
列
車
が

な
い
」
と
い
う
声
が
強
く
上
が
っ
て
い
る
。

通
勤
や
通
学
の
時
間
帯
で
利
便
性
を
考
え
て

運
行
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
。

「日
本
一
運
賃
が
高
い
」北
総
線
、

値
下
げ
し
た
ら
赤
字
も
解
消

昨
年

月
、
「
日
本
一
運
賃
が
高
い
」
と
も

10

言
わ
れ
た
北
総
線
（
京
成
高
砂
―
印
旛
日
本

医
大
駅
間
）
の
運
賃
を
値
下
げ
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
小
さ
く
な
っ
た
こ
と
も
あ

る
が
、
輸
送
人
員
は
前
年
度
比

・
５
％
増

12

の
３
５
３
１
万
人
に
伸
び
た
。
特
に
、
値
下

げ
幅
の
大
き
か
っ
た
通
学
定
期
の
利
用
客
は
、

昨
年

月
以
降
に
３
割
程
度
も
増
え
た
。
多

10

く
の
学
生
が
自
転
車
な
ど
か
ら
鉄
道
に
切
り

替
え
た
の
だ
。

地
元
の
市
長
は
、
通
学
定
期
の
値
下
げ
に

つ
い
て
「
市
民
か
ら
感
謝
の
声
が
届
い
て
い

る
」
と
評
価
。
「
今
後
の
客
数
の
増
加
に
は
、

沿
線
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
が
重
要
だ
」
な
ど

と
述
べ
て
い
る
。

小
湊
鉄
道


